
Ⅳ　高等学校段階における教育

（１）現在通っている学校・学級（Ⅴ問１）

　現在通っている学校・学級を尋ねたところ、「特別支援学校高等部」が77.5％（241人）と最

も多くなっている。

　在籍している学級の人数は、「全日制高校」では「31～40人」が53.6％（15人）と最も多く、

次いで「21～30人」、「11～20人」、「６～10人」がいずれも10.7％（３人）となっている。「定時

制高校」では回答者３人のうち２人が「６～10人」の学級に在籍している。「特別支援学校高等

部」では「１～５人」が46.5％（112人）と最も多く、「６～10人」が43.2％（104人）となって

いる。「特別支援学校専攻科」では「１～５人」が66.7％（14人）と最も多く、次いで「６～10

人」が33.3％（７人）となっている。

（２）現在通っている学校の設置主体（Ⅴ問２）

　通っている学校の設置主体で最も多かったのは、「公立」で83.9％（261人）となっている。
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現在在籍している学校・学級

合　計回答なしその他
特別支援学
校専攻科

特別支援学
校高等部

通信制高校定時制高校全日制高校

311511212412328

100.01.63.56.877.50.61.09.0

現在在籍している学級の人数（全日制高校）

合　計回答なし41人以上31～40人21～30人11～20人６～10人１～５人

2812153331

100.03.67.153.610.710.710.73.6

現在在籍している学級の人数（定時制高校）

合　計41人以上31～40人21～30人11～20人６～10人１～５人

3000120

100.00.00.00.033.366.70.0

現在在籍している学級の人数（特別支援学校高等部）

合　計回答なし41人以上31～40人21～30人11～20人６～10人１～５人

241710215104112

100.02.90.40.00.86.243.246.5

現在在籍している学級の人数（特別支援学校専攻科）

合　計41人以上31～40人21～30人11～20人６～10人１～５人

210000714

100.00.00.00.00.033.366.7

現在通っている学校の設置主体

合　計回答なし私立公立国立

311191826113

100.06.15.883.94.2



（３）中学校段階で通っていた学校・学級（Ⅴ問３）

　中学校段階で通っていた学校・学級を尋ねたところ、「特別支援学校中学部」が45.7％（142

人）と最も多く、次いで「中学校の特別支援学級」が23.2％（72人）、「中学校の通常学級」が

22.5％（70人）となっている。

　現在通っている学校・学級と中学校檀家で通っていた学校・学級の関係をみると、全日制高

校では、中学校の通常学級が71.4％（20人）と最も多く、特別支援学校高等部では、特別支援

学校中学部が54.4％（131人）、中学校の特別支援学級が27.0％（65人）となっている。

　中学校段階で在籍していた学級の人数を見ると、「中学校の通常学級（通級指導で指導を受け

ていた児童が在籍していた中学校の通常学級を含む）」では「31～40人」が60.5％（49人）と最

も多く、次いで「21～30人」が21.0％（17人）となっている。「中学校の特別支援学級」では

「１～５人」が48.5％（35人）と最も多く、「６～10人」が26.4％（19人）となっている。「特別

支援学校中学部」では「１～５人」が64.1％（64人）と最も多く、次いで「６～10人」が25.4％

（36人）となっている。
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中学校段階で在籍していた学校・学級（現在通っている学校・学級別）

回答者数回答なしその他
特別支援学
校中学部

中学校の特
別支援学級

中学校の通
常学級と通
級による指

導

中学校の通
常学級

280023320
全日制高校

100.00.00.07.110.710.771.4

3000003
定時制高校

100.00.00.00.00.00.0100.0

2000101
通信制高校

100.00.00.00.050.00.050.0

2417213165729特別支援学
校高等部 100.02.90.854.427.02.912.0

210071112特別支援学
校専攻科 100.00.00.033.34.84.857.1

11212204
その他

100.018.29.118.218.20.036.4

5400001
回答なし

100.080.00.00.00.00.020.0

311133142721170
合　計

100.04.21.045.723.23.522.5

中学校段階で在籍していた学級の人数（中学校の通常学級（通級指導を受けていた児童
が在籍していた中学校の通常学級を含む））

合　計41人以上31～40人21～30人11～20人６～10人１～５人

81114917211

100.013.660.521.02.51.21.2

中学校段階で在籍していた学級の人数（中学校の特別支援学級）

合　計回答なし41人以上31～40人21～30人11～20人６～10人１～５人

723011131935

100.04.20.01.41.418.126.448.5



（４）現在通っている学校・学級以前に在籍していた学校・学級（Ⅴ問４）

　現在通っている学校・学級以前に在籍していた学校・学級を尋ねたところ、「全日制高校」が

8.0％（25人）と最も多くなっている。

　在籍していた学級の人数は、「全日制高校」では「31～40人」が64.0％（16人）と最も多く、

次いで「21～30人」が12.0％（３人）となっている。「特別支援学校高等部」では「１～５人」

が70.8％（17人）と最も多く、「６～10人」が16.7％（４人）となっている。「特別支援学校専

攻科」では「１～５人」が１人となっている。

（５）現在の学校に通うこととなった契機（現在通っている学校・学級別）（複数回答）（Ⅴ問１

×Ⅴ問５）

　現在の学校に通うこととなったきっかけを見ると、「親が情報を集めて希望したから」が

33.4％（104人）と最も多く、次いで「自分にあった勉強が出来るから」が32.2％（100人）、

「中学校、高校の担任の先生や特別支援教育コーディネーター、校内委員会などの助言」が

18.6％（58人）、「本人が自分で情報を集めて希望したから」が14.1％（44人）、「利用していた

施設や機関で紹介されたから」が12.5％（39人）となっている。

　また、現在の学校に通うこととなったきっかけについて、学校ごとの内訳を見てみると、「親

が情報を集めて希望したから」や「自分にあった勉強が出来るから」という回答は一様に高い

割合であるが、特別支援学校高等部では「中学校、高校の担任の先生や特別支援教育コーディ
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中学校段階で在籍していた学級の人数（特別支援学校中学部）

合　計回答なし41人以上31～40人21～30人11～20人６～10人１～５人

142700083691

100.04.90.00.00.05.625.464.1

現在在籍している学校・学級以前に在籍していた学校・学級

回答者数回答なしその他
特別支援学
校専攻科

特別支援学
校高等部

通信制高校定時制高校全日制高校

31125651240025

100.082.31.60.37.70.00.08.0

現在在籍している学校・学級以前に在籍していた学級の人数（全日制高校）

合　計41人以上31～40人21～30人11～20人６～10人１～５人

254163101

100.016.064.012.04.00.04.0

現在在籍している学校・学級以前に在籍していた学級の人数（特別支援学校高等部）

合　計回答なし41人以上31～40人21～30人11～20人６～10人１～５人

2420001417

100.08.30.00.00.04.216.770.8

現在在籍している学校・学級以前に在籍していた学級の人数（特別支援学校専攻科）

合　計41人以上31～40人21～30人11～20人６～10人１～５人

1000010

100.00.00.00.00.0100.00.0



ネーター、校内委員会などの助言」（21.6％（52人））や「利用していた施設や機関で紹介され

たから」（14.1％（34人））がやや多い一方、全日制高校では「本人が自分で情報を集めて希望

したから」（25.0％（７人））や「進学に有利だから」（21.4％（６人））が、また特別支援学校

専攻科では「本人が自分で情報を集めて希望したから」（57.1％（12人））や「就職に有利だか

ら」（28.6％（６人））が多いのが見受けられる。
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現在の学校に通うこととなった契機（現在通っている学校・学級別）（複数回答） ①

やってみ
たい部活
動がある
から

就職に有
利だから

進学に有
利だから

中学校、高
校の担任の
先生や特別
支援教育コ
ーディネー
ター、校内
委員会など
の助言

親が情報
を集めて
希望した
から

本人が自
分で情報
を集めて
希望した
から

患者会や
当事者団
体で紹介
されたか
ら

親の会で
紹介され
たから

医療機関
で紹介さ
れたから

利用して
いた施設
や機関で
紹介され
たから

3264770001全日制
高校 10.77.121.414.325.025.00.00.00.03.6

0000010000定時制
高校 0.00.00.00.00.033.30.00.00.00.0

0001100010通信制
高校 0.00.00.050.050.00.00.00.050.00.0

584528522361734特別支援学
校高等部 2.13.31.721.635.39.11.22.57.114.1

16114121022特別支援学
校専攻科 4.828.64.84.819.057.14.80.09.59.5

1100710011その他 9.19.10.00.063.69.10.00.09.19.1
1000010001回答なし 20.00.00.00.00.020.00.00.00.020.0
1117115810444462139合　計 3.55.53.518.633.414.11.31.96.812.5

 ②

回答者数回答なしその他

以前、在
籍してい
た学級と
同じ地域
の学校で
学びたか
ったから

以前、在
籍してい
た学級で
は、学校と
関係機関
との連携
がよくなか
ったから

以前、在
籍してい
た学級で
は教員
（学校）
の理解が
足りなか
ったから

以前、在籍
していた学
級では人
間関係が
（いじめなど
により）うまく
いかなかっ
たから

以前、在
籍してい
た学級の
勉強につ
いていけ
なかった
から

学力的に
進学でき
る学校が
なかった
から

自分にあ
った勉強
が出来る
から

281400011516全日制
高校 100.03.614.30.00.00.03.63.617.957.1

3010000010定時制
高校 100.00.033.30.00.00.00.00.033.30.0

2000000000通信制
高校 100.00.00.00.00.00.00.00.00.00.0

241732114811122675特別支援学
校高等部 100.02.913.34.61.73.34.65.010.831.1

21020111005特別支援学
校専攻科 100.00.09.50.04.84.84.80.00.023.8

11210000014その他 100.018.29.10.00.00.00.00.09.136.4
5400000010回答なし 100.080.00.00.00.00.00.00.020.00.0
31114401159131334100合　計 100.04.512.93.51.62.94.24.210.932.2



（６）現在受けている教育の満足度（Ⅴ問７）（Ⅴ問１×Ⅴ問７）

　現在受けている教育に満足しているか尋ねたところ、“満足（「満足している」及び「やや満

足している」の合計）”が78.5％（244人）、“満足していない（「あまり満足していない」及び

「満足していない」の合計）”が15.1％（47人）であった。

　また、現在受けている教育に満足しているかについて、通っている学校・学級別に見ると、

全体として満足度は高くなっており、「全日制高校」、「定時制高校」、「特別支援学校専攻科」で

は「満足している」がそれぞれ46.5％（13人）、66.7％（２人）、61.9％（13人）と最も多かっ

た。「特別支援学校高等部」では「やや満足している」の43.6％（105人）が最も多くなってい

る。

（７）現在受けている教育に満足している理由（複数回答）（Ⅴ問８）

　問７で「満足している」又は「やや満足している」と回答した人の満足している理由を見る

と、「自分のニーズに応じた支援・指導内容だから」が55.7％（136人）と最も多く、次いで

「教員の接し方がよいから」が48.8％（119人）、「教員が熱心だから」が44.7％（109人）、「同年
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現在受けている教育の満足度（現在通っている学校・学級別）

合　計回答なし
満足していな

い
あまり満足し
ていない

やや満足して
いる

満足している

28213913
全日制高校

100.07.13.610.732.146.5

300102
定時制高校

100.00.00.033.30.066.7

200110
通信制高校

100.00.00.050.050.00.0

2411273010587特別支援学校
高等部 100.05.02.912.443.636.1

21002613特別支援学校
専攻科 100.00.00.09.528.661.9

1120216
その他

100.018.20.018.29.154.5

540001
回答なし

100.080.00.00.00.020.0

31120839122122
合　計

100.06.42.612.539.239.3



齢の子どもと一緒に学ぶことができるから」と「必要な情報を得ることができるから」がとも

に32.8％（80人）となっている。
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